
　

ア
イ
テ
ム
に
増
え
る
環
境
関
連
事
業

　

私
は
一
九
八
七
年
か
ら
環
境
へ
の
取
り
組
み
に
経

済
的
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
付
加
す
る
こ
と
、
つ
ま
り

環
境
的
な
取
り
組
み
を
ビ
ジ
ネ
ス
化
、
産
業
化
す
る

こ
と
に
か
か
わ
っ
て
き
た
。
最
近
、
こ
の
国
の
二
十

一
世
紀
の
主
要
産
業
の
一
つ
と
し
て
環
境
ビ
ジ
ネ
ス

が
よ
う
や
く
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
現
在
で
は

第
一
次
か
ら
、
第
二
次
、
第
三
次
産
業
ま
で
幅
広
く

環
境
ビ
ジ
ネ
ス
が
創
出
さ
れ
、
驚
く
こ
と
に
事
業
の

種
類
が
八
百
ア
イ
テ
ム
ま
で
広
が
っ
て
い
る
。
そ
の

基
本
は
「
Ｒ
ｅ
ビ
ジ
ネ
ス
」（
表
１
参
照
）
で
あ
る
。

ど
こ
の
事
業
所
で
も
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
の
チ
ャ
ン
ス
が

二
つ
も
三
つ
も
あ
る
の
だ
が
、
こ
れ
が
見
過
ご
さ
れ

て
い
る
ケ
ー
ス
が
非
常
に
多
い
。
私
は
地
域
を
環
境

で
起
こ
す
こ
と
、
中
堅
企
業
に
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
に
参

入
し
て
元
気
に
な
っ
て
も
ら
う
支
援
を
続
け
て
い

る
。
最
初
に
、
事
例
を
二
つ
紹
介
す
る
。

　

ま
ず
、
一
つ
目
。
平
成
十
八
年
か
ら
食
品
廃
棄
物

リ
サ
イ
ク
ル
法
が
本
格
施
行
さ
れ
る
の
で
、
こ
れ
に
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荘銀総合研究所 
荘 内 銀 行 環境ビジネスセミナー 環境ビジネスセミナー 環境ビジネスセミナー 

　去年１バレル当たり30ドル台だったニューヨーク
の原油市場価格が50ドルを超える状態が続いている。
今回の原油需給は1970、80年代の石油ショックとや
や事情が異なる。原油国の政情不安による供給不足、
経済成長が著しいアジア諸国の需要増大、石油発掘の
コストアップで油田開発が困難になり、原油価格がコ
ントロールしにくくなっている。わが国では１次エネ
ルギー総供給量の51％を石油が占める。エネルギーは
生活、産業の基礎である。エネルギー安全保障の再構
築が迫られる事態である。2010年までに1990年対比
で地球温室効果ガスを６％削減する目標を掲げた京都
議定書はロシアが批准する方向で発効する見通しに
なった。だが、わが国の温室効果ガス排出は減るどこ

ろか2000年時点で８％増えており、欧米諸国の取り組
みに比べて見劣りする。今こそ環境と経済の融合を図
るべき時である。地域資源をエネルギーに変える環境
ビジネスの観点で地域社会を見渡すだけで新しい展望
が開ける。バイオマス利用は衰退が著しい農林業を底
上げする。地域資源の電気や燃料への転換は生活や産
業のコストを削減する。エネルギーに変換することは
製造業に商品開発の舞台を与える。地域の環境や暮ら
しや産業は自立性と持続性が高まる。産業の基本フ
レームを変えビジネスを創出するのが環境ビジネスで
ある。荘銀総合研究所と荘内銀行は県内の環境ビジネ
スを振興する観点から山形ビッグウイングでこのほど
「環境ビジネスセミナー」を開いた。

　

「
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー
」で
は
わ
が
国
の
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
の
草
分
け
で
経
済
産
業
省
が
去
る
六
月
に
ま
と
め

た
「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
検
討
会
委
員
を
務
め
た
エ
コ
ビ
ジ
ネ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表
安
藤
眞
氏

が
「
山
形
発
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
の
展
望
と
課
題
」
と
題
し
て
基
調
講
演
を
行
っ
た
。
以
下
は
そ
の
講
演
要
旨
。

山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山
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山
形
発
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
の
展
望
と
課
題　

安
藤　

眞 
氏

講 演

― 安藤眞氏プロフィール ―　
　環境ビジネスシンクタンク「エコビジネスネットワーク」（東京都新宿区

神楽坂）代表。早稲田大学政治経済学部を卒業。1987年に株式会社オフィ

スメイを設立、代表取締役就任。1988年、環境ビジネス関連シンクタンク

「エコビジネスネットワーク」を発足。国際的な環境ビジネス動向に深くか

かわりつつ、学生から企業、行政をとりまく国内の環境ビジネスネットワー

クの構築、環境ビジネス調査・分析、市場開拓を専門分野に活動。2004年経

産省・新エネルギー産業ビジョン検討会委員。環境省環境カウンセラー（事

業所部門・環境マネジメント、環境ビジネス分野）、九州地域環境・リサイ

クル産業プラザアドバイザー、中小企業大学校（直方校・関西校）講師。

　著書に『チャンスがいっぱいエコビジネス』（ダイヤモンド社）、『環境マ

ネジメントシステムの導入と実践』（かんき出版）など多数。月刊『環境ビ

ジネスレポート』を発行。

安藤氏
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関
連
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
に
参
入
し
た
い
と
い
う
、
あ
る

県
の
ボ
イ
ラ
ー
会
社
の
下
請
け
企
業
が
、
研
究
会
を

立
ち
上
げ
た
。
ボ
イ
ラ
ー
技
術
を
ど
う
生
か
す
か
と

い
う
の
が
テ
ー
マ
で
あ
る
。

食
品
廃
棄
物
を
減
容
化
す
る
ビ
ジ
ネ
ス

　

食
品
廃
棄
物
の
リ
サ
イ
ク
ル
で
は
肥
料
に
し
た
り

家
畜
の
え
さ
に
し
た
り
す
る
が
、
減
容
化
す
る
方
法

も
あ
る
。食
品
廃
棄
物
は
九
○
数
％
が
水
分
で
あ
る
。

こ
の
水
分
を
飛
ば
せ
ば
約
五
分
の
一
に
減
容
で
き

る
。
ボ
イ
ラ
ー
の
熱
処
理
を
応
用
し
て
乾
燥
機
を
開

発
す
る
こ
と
に
し
た
。し
か
し
、乾
燥
機
の
供
給
メ
ー

カ
ー
は
既
に
た
く
さ
ん
あ
る
。
競
合
会
社
で
い
っ
ぱ

い
。
ど
こ
へ
売
る
か
知
恵
を
出
し
合
っ
た
。
そ
し
て

二
千
㍍ 
級
の
山
小
屋
に
目
を
つ
け
た
。
そ
の
多
く
の

山
小
屋
は
食
品
廃
棄
物
が
適
正
に
処
理
さ
れ
ず
、
放

置
さ
れ
山
の
生
態
系
を
壊
し
て
い
る
。
リ
サ
イ
ク
ル

で
は
な
く
食
品
廃
棄
物
を
乾
燥
さ
せ
麓
ま
で
運
ぶ
と

い
う
作
戦
だ
。
山
小
屋
に
乾
燥
機
を
設
置
す
る
に
は

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
運
ぶ
こ
と
に
な
る
。
ヘ
リ
が
運
べ

る
重
量
は
約
六
百 
㌔ 
以
内
な
の
で
乾
燥
機
の
重
量
が

制
限
さ
れ
る
。
ま
た
、
山
は
気
圧
が
低
く
そ
の
制
約

も
あ
る
し
、
国
定
公
園
で
あ
る
場
合
が
多
い
の
で
景

観
上
の
制
約
も
あ
り
、
雪
や
風
が
平
地
と
異
な
る
条

件
の
違
い
も
あ
る
。
そ
れ
ら
の
課
題
を
乗
り
越
え
る

た
め
、
鉄
工
、
板
金
、
デ
ザ
イ
ン
な
ど
異
分
野
の
六

人
に
集
ま
っ
て
も
ら
い
小
さ
な
ク
ラ
ス
タ
ー
を
作
っ

た
。
製
品
が
出
来
上
が
っ
て
中
央
ア
ル
プ
ス
に
あ
る

山
小
屋
に
提
案
し
た
。
一
機
の
納
入
が
決
ま
っ
た
ら

次
々
と
二
十
の
山
小
屋
へ
の
納
入
が
決
ま
っ
た
。
乾

燥
機
は
一
台

六
百
万
円
だ
か

ら
一
億
二
千
万

円
の
売
り
上
げ

が
立
っ
た
。
二

千 
㍍ 
級
の
山
に

は
山
小
屋
は
他

に
ま
だ
た
く
さ

ん
あ
る
。
食
品

廃
棄
物
の
ビ
ジ

ネ
ス
も
入
り
方

が
い
ろ
い
ろ
あ

る
。
大
事
な
こ

と
は
環
境
ビ
ジ

ネ
ス
と
は
全
く

新
し
い
事
業
で

は
な
い
。
そ
れ

ぞ
れ
の
事
業
所

の
コ
ア
コ
ン
ピ

タ
ン
ス
で
あ
る
技
術
を
生
か
す
現
業
の
延
長
線
上
に

あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
と
は
自

分
の
得
意
分
野
を
じ
っ
と
見
つ
め
、
そ
れ
を
生
か
し

て
参
入
す
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
ど
の
企
業
に
も
ビ
ジ

ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
は
必
ず
あ
る
。
お
そ
ら
く
町
の
鉄
工

所
の
方
は
自
分
の
事
業
と
食
品
廃
棄
物
が
関
係
あ
る

と
い
う
発
想
は
持
た
な
い
で
し
ょ
う
。
環
境
ビ
ジ
ネ

ス
は
決
し
て
ハ
イ
テ
ク
で
は
な
く
ロ
ー
テ
ク
で
オ
ー

ケ
ー
。
地
域
対
応
の
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
は
等
身
大
の
技

術
で
十
分
開
発
で
き
る
。
そ
し
て
一
社
だ
け
で
開
発

す
る
の
は
難
し
い
面
が
あ
る
の
で
仲
間
を
作
っ
て
取

り
組
む
と
い
う
ビ
ジ
ネ
ス
だ
と
思
う
。

山
か
ら
木
を
切
り
出
す
機
械
を
開
発

　

二
つ
目
の
事
例
を
紹
介
す
る
。
今
、
日
本
の
森
林

は
荒
れ
て
い
る
。
荒
れ
て
い
る
の
は
木
材
が
売
れ
な

い
。
高
い
か
ら
で
す
。
木
を
切
り
出
す
際
に
四
、五
人

で
チ
ー
ム
を
組
み
山
に
入
る
の
で
人
件
費
が
高
い
日

本
で
は
商
売
に
な
ら
な
い
。
多
く
て
二
人
で
山
に

入
っ
て
木
を
切
り
出
せ
る
機
械
を
開
発
す
る
ビ
ジ
ネ

ス
を
発
想
し
た
。
日
本
と
同
じ
急
傾
斜
で
高
地
の
森

林
を
抱
え
る
国
が
な
い
か
世
界
中
を
調
べ
た
結
果
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
着
目
し
た
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
森

林
で
動
い
て
い
る
機
械
は
少
人
数
で
急
傾
斜
地
の
樹

木
を
伐
採
し
て
林
道
ま
で
引
っ
張
り
出
せ
る
も
の

だ
っ
た
。
こ
れ
を
参
考
に
製
品
開
発
す
る
た
め
の

チ
ー
ム
は
林
業
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、
地
元
の
機
械

メ
ー
カ
ー
に
参
加
し
て
も
ら
い
小
型
の
機
械
を
開
発

し
た
。
こ
れ
を
大
手
の
建
機
メ
ー
カ
ー
に
依
頼
す
る

と
五
、六
倍
の
価
格
の
製
品
に
な
っ
て
し
ま
う
。地
域

の
事
業
所
が
持
っ
て
い
る
技
術
と
知
恵
で
や
る
の
が

環
境
ビ
ジ
ネ
ス
で
あ
り
、
中
央
の
大
手
企
業
の
た
め

の
事
業
領
域
で
は
な
い
。
中
堅
中
小
企
業
の
出
番
が

そ
こ
に
あ
り
、
各
地
で
次
か
ら
次
へ
と
環
境
ビ
ジ
ネ

Re-Build（再生）に準拠したRe-Businessの技術及び事業の開発 

枯渇性の高い地下資源 
エネルギーの大量消費 

物質収支の国内の過剰なストック 
＝ Scrap&Build

Re-Build 
（再生） 

使用済み製品及び廃棄物 

再生可能なエネルギー 
地域・自立＝エネルギーの地産地消 

太陽光・太陽熱 
風力 

バイオマス 
水素 

中小水力 

自然再生事業 

汚染土壌の改善・修復 
多自然型河川づくり 
ビオトープ 
里山の復元 

（出典：エコビジネスネットワーク「山形発環境ビジネスの展望と課題」） 

Reduce 
Reuse 
Recycle 
Repair 
Reform 
Reprofit 
Remake 
　… 

表１　環境ビジネス創出のための発想
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ス
が
立
ち
上
が
っ
て
い
る
。

既
存
製
品
の
グ
リ
ー
ン
化
を
図
る
発
想

　

現
在
、
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
に
は
二
つ
の
参
入
の
仕
方

が
あ
る
。
既
存
の
製
品
を
い
か
に
グ
リ
ー
ン
化
、
つ

ま
り
環
境
配
慮
型
の
製
品
に
す
る
か
と
い
う
発
想
が

一
つ
。
グ
リ
ー
ン
製
品
が
世
の
中
に
普
及
し
て
環
境

改
善
に
貢
献
す
る
こ
と
を
考
え
る
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
分
野
は
大
手
企
業
が
参
入
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
圧

倒
的
に
多
い
。
自
動
車
メ
ー
カ
ー
が
環
境
配
慮
型
車

を
作
っ
た
り
、
国
際
市
場
を
相
手
に
し
て
い
る
企
業

は
製
品
の
グ
リ
ー
ン
化
が
絶
対
条
件
に
な
っ
て
い

る
。国
際
市
場
は
将
来
、取
り
引
き
さ
れ
る
財
や
サ
ー

ビ
ス
の
グ
リ
ー
ン
化
が
前
提
と
な
る
。ま
た
、グ
リ
ー

ン
購
入
と
い
う
方
向
へ
世
界
市
場
が
緩
や
か
に
移
行

し
て
お
り
、
精
密
機
械
、
家
電
、
自
動
車
、
Ｏ
Ａ
機

器
な
ど
世
界
市
場
を
目
指
す
日
本
製
品
は
グ
リ
ー
ン

化
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
も
う
一
つ
に
産
業
の
グ
リ
ー

ン
化
が
あ
る
。生
産
ラ
イ
ン
の
グ
リ
ー
ン
化
で
あ
り
、

環
境
改
善
の
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ

１
４
０
０
１
に
準
拠
し
た
産
業
全
体
の
グ
リ
ー
ン
化

を
図
っ
て
い
く
方
向
だ
。
グ
リ
ー
ン
化
は
企
業
イ

メ
ー
ジ
で
は
な
く
、
二
十
一
世
紀
を
生
き
抜
く
た
め

の
手
段
だ
と
い
っ
て
良
い
。
電
気
洗
濯
機
は
省
エ
ネ

は
当
た
り
前
で
、
節
水
型
や
一
部
メ
ー
カ
ー
で
は
合

成
洗
剤
を
使
わ
な
い
製
品
ま
で
開
発
し
て
い
る
。
さ

ら
に
、
使
用
済
み
の
段
階
で
い
か
に
原
材
料
に
戻
す

か
を
考
え
リ
サ
イ
ク

ル
し
や
す
い
素
材
を

使
っ
た
り
、
分
解
し

や
す
い
設
計
に
な
っ

て
い
る
。
ど
ん
ど
ん

日
本
製
品
の
グ
リ
ー

ン
化
技
術
は
高
度
化

し
て
い
る
。
日
本
の

グ
リ
ー
ン
化
技
術
は

世
界
の
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
だ
。
欧
米
と
比
較

す
る
と
十
年
先
を

行
っ
て
い
る
と
思

う
。
ま
た
、
太
陽
光

発
電
機
器
な
ど
は
日

本
メ
ー
カ
ー
三
社
で

世
界
市
場
の
四
七
％

を
占
め
る
。
私
た
ち

の
気
が
つ
か
な
い
と

こ
ろ
で
既
存
製
品
の

グ
リ
ー
ン
化
が
進
ん

で
い
る
し
、
事
業
の

核
を
生
か
し
た
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
装
置
開

発
や
環
境
・
リ
サ
イ

H15予算比H16要求額施策項目所管

新規2,408環境ビジネス育成・振興（地域発循環型ビジネス等）

環　
　
　

境　
　
　

省

358197環境経営促進・産業活動グリーン化（環境格付け等）

1478,002環境技術の開発・普及（新エネルギー、先端技術等）

604376人材育成（環境カウンセラー、自然体験学習等）

376188地域パートナーシップ・ネットワーク形成

559330循環型コミュニティーづくり

2903,289温暖化対策（バイオマスなど分散型エネルギー等）

259652廃棄物処理適正化（処理情報システム等）

117172,274廃棄物処理・リサイクル施設整備（処分場、焼却炉等）

12325,945浄化槽整備

1922,750化学物質管理（リスク管理手法等開発・研究）

1981,600自動車排ガス対策（排ガス規制、低公害車等）

1,270586水循環・水環境対策（水環境指標開発等）

4031,291在来種保護、遺伝子組み替え作物対策等

11718,092自然公園整備、自然体験

141734里地里山の保全・再生（モニタリング、ビオトープ等）

13455,200産業クラスターの深化・発展（循環型社会等）
経
済
産
業
省

104163,100分散型エネルギー（燃料電池普及、新エネ事業者支援等）

10730,500の内数省エネルギー対策（民生・運輸中心のESCO事業等）

1964,500地球温暖化対策（排出権取引、新エネルギー等）

113900循環型経済社会構築（エコタウン事業、自動車等リサイクル）

150300環境市場の拡大（環境ビジネス促進・育成）

新規2,000地域環境保全型農業推進総合整備事業

農

林

水

産

省

114319,422の内数畜産環境対策（排せつ物処理施設等）

7398,425バイオマス産業実用化技術開発（バイオリサイクル等）

2732,728農産物の安全対策（土壌汚染除去等）

109362食品リスクコミュニケーション

15434,009バイオマスのシステム構築・利活用高度化

12864,519の内数緑の構造改革実証モデル事業（間伐材、森林バイオマス）

2665,086木材・木質バイオマス利用促進（流通・加工システム等）

2413,090森林吸収量報告・検証体制整備（データ収集等）

119116,219の内数里山林の再生整備、国民参加森林づくり

12473,038研究開発促進（地球環境変動予測等）文
科
省 13533,344研究開発促進（ナノテクノロジー分野）

10917,700
食品（輸入食品・健康食品を含む）安全対策（農薬・
添加物・汚染物質等のリスク管理、監視体制強化等）

厚
労
省

1744,000運輸クリーンエネルギー推進（バイオマス燃料対応自動車等）

国

土

交

通

省

11626,700住宅・建築物の省エネ化（循環型市街地等）

195300気候変動対策（紫外線予測情報提供等）

1047,800低公害車開発・普及

118212,600運輸大気汚染・騒音対策（船舶、道路交通円滑化等）

100400シックハウス対策（調査・研究）

103286,700湿地・干潟等自然再生、放置座礁船対策

134533,700水環境改善（下水事業、港湾環境）

106154,000港湾・下水のリサイクルシステム

3401,100内航海運活性化（スーパーエコシップ研究開発）

表２　環境ビジネスに関連する主要施策

（出典：エコビジネスネットワーク編「山形発環境ビジネスの展望と課題」を簡略化。下線は重点配分）

（単位：百万円、％）
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ク
ル
機
器
開
発
な
ど
各
事
業
所
は
そ
れ
ぞ
れ
の
方
法

で
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
に
参
入
し
て
い
る
。

　

年
に　

兆
円
規
模
の
市
場
に

20

58

　

環
境
ビ
ジ
ネ
ス
は
現
状
で
約
二
十
三
兆
円
の
規
模

だ
が
、
二
○
一
○
年
で
四
十
七
兆
円
、
二
○
二
○
年

で
約
五
十
八
兆
円
の
市
場
が
創
出
さ
れ
、
百
二
十
万

人
余
の
雇
用
が
創
出
さ
れ
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
環
境
省
が
発
表
し
て
い
る
数
字
で
あ
る
。
二

○
二
○
年
の
五
十
八
兆
円
と
い
う
の
は
今
元
気
な
自

動
車
産
業
が
四
十
数
兆
で
あ
り
、
建
設
産
業
が
約
五

十
六
、七
兆
な
の
で
、そ
れ
ら
を
上
回
る
規
模
の
環
境

産
業
の
市
場
が
創
出
さ
れ
る
と
い
う
訳
だ
。
環
境
ビ

ジ
ネ
ス
は
環
境
改
善
を
図
る
技
術
や
製
品
を
提
供
す

る
ビ
ジ
ネ
ス
だ
と
私
は
定
義
し
て
い
る
。
二
十
一
世

紀
は
環
境
の
世
紀
と
言
わ
れ
て
お
り
、
環
境
政
策
の

拡
充
、
環
境
、
リ
サ
イ
ク
ル
規
制
な
ど
の
法
が
ど
ん

ど
ん
厳
し
く
な
っ
て
き
て
い
る（
表
３
参
照
）。
そ
れ

に
伴
い
役
所
や
事
業
所
、
私
た
ち
の
日
々
の
暮
ら
し

に
お
い
て
も
環
境
改
善
が
必
須
条
件
に
な
っ
て
い

る
。
で
す
か
ら
、
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
市
場
は
お
の
ず
と

拡
大
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
の
強
い
追

い
風
と
し
て
五
つ
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。第
一
に
、

環
境
政
策
が
あ
る
。
国
の
各
政
策
に
お
い
て
環
境
シ

フ
ト
が
ど
ん
ど
ん
進
ん
で
い
る
。
各
省
庁
が
環
境
問

題
に
軸
足
を
置
い
た
政
策
を
打
ち
出
し
て
き
て
お

り
、
そ
れ
に
伴
い
関
連
予
算
も
拡
大
の
一
途
を
た

ど
っ
て
い
る（
表
２
参
照
）。
こ
れ
は
環
境
ビ
ジ
ネ
ス

の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
要
素
で
あ
り
逐
一
チ
ェ
ッ
ク
す
る

必
要
が
あ
る
。
二
つ
目
の
追
い
風
と
し
て
、
こ
こ
十

一
年
間
で
限
っ
て
み
て
も
五
十
本
近
い
環
境
関
連
の

法
制
化
が
行
わ
れ
た
。
環
境
関
連
の
法
制
化
は
事
業

活
動
に
リ
ス
ク
を
も
た
ら
す
が
、
そ
の
リ
ス
ク
を
積

極
的
に
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え
る
こ
と
が
大

事
だ
。
食
品
リ
サ
イ
ク
ル
法
だ
け
で
約
五
千
億
円
を

超
え
る
市
場
が
で
き
る
。
三
つ
目
に
、
環
境
ビ
ジ
ネ

ス
を
立
ち
上
げ
る
規
制
緩
和
が
あ
る
。
電
気
事
業
法

が
一
部
改
正
に
な
り
事
業
所
が
発
電
事
業
を
行
い
自

由
に
売
り
買
い
で
き
た
り
、
産
業
廃
棄
物
を
扱
え
る

物
品
も
緩
や
か
に
な
っ
た
。
中
古
シ
ョ
ッ
プ
は
古
物

商
の
規
制
緩
和
だ
。
背
景
に
不
要
品
の
ス
ト
ッ
ク
量

が
大
き
く
な
っ
た
た
め
、
こ
れ
を
資
源
と
し
て
流
通

さ
せ
る
た
め
の
緩
和
策
で
あ
る
。
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
特

区
な
ど
も
規
制
緩
和
だ
。
四
つ
目
が
、
環
境
Ｉ
Ｓ
Ｏ

の
よ
う
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
面
か
ら
環
境
を
改
善
す
る

動
き
が
あ
る
。
五
つ
目
は
、
グ
リ
ー
ン
コ
ン
シ
ュ
ー

マ
ー
と
呼
ば
れ
る
環
境
に
配
慮
し
た
消
費
行
動
を
と

る
新
し
い
消
費
者

の
登
場
で
あ
る
。

必
要
な
も
の
を
必

要
な
量
だ
け
買
っ

た
り
、
リ
サ
イ
ク

ル
で
き
る
も
の
、

有
害
な
化
学
物
質

が
使
用
さ
れ
て
い

な
い
も
の
を
選
ぶ

な
ど
消
費
者
の
価

値
観
、
行
動
様
式

が
変
わ
っ
て
き
て

い
る
。
従
っ
て
、

企
業
の
商
品
の
作

り
方
が
変
わ
ら
ざ

る
を
得
な
い
。

熱心に耳を傾ける受講者

表３　循環型社会形成の主な関連法制の変遷（公布年）　
�廃棄物の処理及び清掃に関する法律（1970年）
�再生資源の利用の促進に関する法（1991年）
�産業廃棄物処理特定施設整備促進法（1992年）
�環境基本法（1993年）
�容器包装リサイクル法（1995年）
�環境アセスメント法（1997年）
�新エネルギー特別措置法（新エネ法、1997年）
�廃棄物リサイクル法（廃棄物処理法改正1997年）
�改正省エネ法（1998年）
�家電リサイクル法（1998年）
�地球温暖化対策推進法（1998年）
�海洋汚染防止法（施行令改正、1998年）
�P R T R（化学物質管理）法（1999年）
�ダイオキシン対策法（1999年）
�家畜排せつ物法（1999年）
�持続農業法（1999年）
�肥料取締法改正（1999年）
�循環型社会形成推進基本法（2000年）
�建設資材リサイクル法（2000年）
�食品リサイクル法（2000年）
�資源有効利用促進法（再生資源法改正、2000年）
�産業廃棄物特定施設整備法（産廃処理施設法改正、2000年）
�電気事業法改正（2000年、電気小売自由化）
�グリーン購入法（2000年）
�R P S法（電気事業者による新エネルギー等の利用に関する
特別措置法、2002年）
�自動車リサイクル法（2002年）
�揮発油等品確法（2003年）
�廃棄物処理法改正（2003年）


